
色あせない
　　 夢と情熱の『赤』
（1964年東京オリンピック公式ブレザー　富士川町スポーツミュージアム）
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望
月
靖
之
氏
は
、
明
治
43
年
に
旧

鰍
沢
町
鬼
島
で
生
ま
れ
、
小
学
校
を

卒
業
す
る
と
単
身
で
台
湾
へ
渡
り
、

勉
学
に
励
み
ま
し
た
。
そ
の
後
、
18

歳
の
と
き
「
も
っ
と
苦
労
し
よ
う
、

自
分
を
磨
く
の
は
今
だ
。」と
の
思
い

か
ら
帰
国
。
も
と
も
と
服
飾
デ
ザ
イ

ン
が
好
き
だ
っ
た
こ
と
か
ら
洋
服
店

に
就
職
し
、
20
歳
で
神
田
に
「
望
月

洋
服
店
」（
後
に
「
日
照
堂
」
と
改

名
）
を
開
業
し
ま
し
た
。

　

戦
後
、
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
界
は
昭

和
26
年
に
I
O
C
（
国
際
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
委
員
会
）
へ
の
復
帰
を
果
た

し
、
翌
年
に
行
わ
れ
た
ヘ
ル
シ
ン
キ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
出
場
が
認
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
日
本
体
育
協
会
に

精
通
し
て
い
た
望
月
氏
は
、
ヘ
ル
シ

ン
キ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
代
表
選
手

団
の
公
式
ブ
レ
ザ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
と

調
製
を
志
願
し
た
と
こ
ろ
、
同
協
会

か
ら
快
諾
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
以
降
、
各
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ほ
か
、ア
ジ
ア
大
会
、

ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
大
会
な
ど
、
34

年
間
に
渡
り
日
本
代
表
選
手
団
の
公

式
ブ
レ
ザ
ー
の
製
作
に
携
わ
り
ま
し

た
。

　
　「
も
っ
と
苦
労
し
よ
う
、
自
分
を
磨
く
の
は
今
だ
」

「
敗
戦
国
の
選
手
と
い
え
ど
も
、
素
晴
ら
し
い
服

装
で
堂
々
と
闊か

っ

歩ぽ

さ
せ
た
い
」

20
歳
で
洋
服
店
を
開
業

ヘ
ル
シ
ン
キ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

公
式
ブ
レ
ザ
ー
を
デ
ザ
イ
ン

▲望月氏が晩年よく訪れた
鬼島地区日向町からの景色

▲ヘルシンキオリンピック
（1952 年）記念コイン
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ヘ
ル
シ
ン
キ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
望

月
氏
が
デ
ザ
イ
ン
し
、
日
本
代
表
選

手
団
が
着
用
し
た
紺
色
の
ブ
レ
ザ
ー

を
、“
ス
ポ
ー
ツ
の
宮
様
”と
し
て
知

ら
れ
る
秩
父
宮
殿
下
に
お
見
せ
し
た

と
こ
ろ
「
こ
れ
は
ブ
レ
ザ
ー
で
は
な

い
。
単
な
る
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
だ
。
国

に
は
そ
の
国
の
カ
ラ
ー
が
あ
る
。
よ

く
日
本
の
歴
史
を
調
べ
て
、
日
本
の

色
を
ブ
レ
ザ
ー
に
表
し
て
み
て
は
ど

う
だ
ろ
う
か
。」と
、激
励
の
言
葉
を

賜
り
ま
し
た
。

　

以
来
、
望
月
氏
の
「
日
本
の
色
」

探
し
が
始
ま
り
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
学

者
や
歴
史
家
に
尋
ね
て
も
、
文
献
を

調
べ
て
も
明
確
に
は
解
明
さ
れ
ず
に

い
ま
し
た
が
、
あ
る
と
き
歌
舞
伎
の

舞
台
で
の
「
わ
が
ヒ
ノ
モ
ト
の
国
」

と
い
う
台
詞
か
ら
「
日
出
ず
る
国
」

の
シ
ン
ボ
ル
は
、
太
陽
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
さ
ら
に
日
本
の
祝
い
事
に

は
、
紅
白
を
用
い
る
伝
統
が
あ
る
こ

と
も
あ
り
、
太
陽
を
表
す
赤
こ
そ
が

日
本
の
色
だ
と
い
う
結
論
に
辿
り
つ

き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
望
月
氏
は
、
い
つ
の
日

か
こ
の
色
の
ブ
レ
ザ
ー
を
採
用
し
て

も
ら
い
た
い
と
心
ひ
そ
か
に
願
っ
て

い
た
と
い
い
ま
す
。

　

赤
こ
そ
が
日
本
の
色
で
あ
る
と
確

信
し
た
望
月
氏
は
、
ヘ
ル
シ
ン
キ
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
4
年
後
に
開
催
さ
れ

た
ロ
ー
マ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、「
赤
い

ブ
レ
ザ
ー
」
と
「
白
い
ブ
レ
ザ
ー
」

の
2
種
類
を
試
作
し
、
提
案
し
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
J
O
C
（
日

本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
）
の
委
員

か
ら
は
、「
望
月
君
、男
が
赤
を
着
る

な
ん
て
お
か
し
い
よ
」
な
ど
、
大
半

の
委
員
の
反
対
に
よ
り
「
赤
い
ブ
レ

ザ
ー
」は
不
採
用
と
な
っ
た
の
で
す
。

特集

望 月 靖 之
日の丸カラーを生んだ男

　今から 52年前に開催された東京オリンピック。その開会式

で日本代表選手団が真紅のブレザーを着用し、入場するシーン

をご覧になったことがありますか。

　日本男児が赤い服を着ることがふさわしくないとされていた

この時代、一人の男の情熱により日の丸カラーでの入場行進が

生まれました。

　このブレザーに生涯をかけて夢と情熱を注いだ故『望月靖之』

という男。富士川町出身であり、ふるさとを愛し続けた彼のオ

リンピックへの熱い思いをご紹介します。

『
こ
れ
は
ブ
レ
ザ
ー
で
は
な
い

　
　
　
　
　
　
　
単
な
る
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
だ
』

探
し
求
め
た
「
日
本
の
色
」

採
用
さ
れ
な
か
っ
た赤い

ブ
レ
ザ
ー

『男が赤を着るなんておかしいよ』

ローマオリンピックで採用された
白いブレザー（志村商店所蔵）
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ロ
ー
マ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
採
用

さ
れ
な
か
っ
た
「
赤
の
ブ
レ
ザ
ー
」

で
し
た
が
、
4
年
後
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
つ
い
に
望
月
氏
の
念
願
は

叶
い
、
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
望
月
氏
は
、
理
想
の
赤
色
を

出
す
た
め
、28
回
も
の
試
作
を
重
ね
、

よ
う
や
く
追
い
求
め
て
き
た
見
事
な

真
紅
に
仕
上
げ
、
あ
の
印
象
的
な
入

場
行
進
の
シ
ー
ン
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

偶
然
に
も
ブ
レ
ザ
ー
の
裏
地
と
ボ

タ
ン
の
調
製
は
、
望
月
氏
と
同
じ
旧

鰍
沢
町
出
身
の
故
志
村
文
吉
さ
ん
が

経
営
す
る
、
株
式
会
社
志
村
商
店
が

担
当
、
旧
鰍
沢
町
出
身
の
2
人
が
こ

の
ブ
レ
ザ
ー
の
製
作
に
携
わ
る
と
い

う
運
命
的
な
偶
然
が
こ
こ
で
生
ま
れ

た
の
で
す
。

　

自
ら
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
真
紅
の
ブ

レ
ザ
ー
を
着
用
し
、
入
場
す
る
選
手

の
姿
を
国
立
競
技
場
の
ス
タ
ン
ド
で

見
た
望
月
氏
は
、「
待
ち
に
待
っ
た
こ

の
日
こ
の
瞬
間
、
私
は
い
つ
死
ん
で

も
い
い
、自
分
が
デ
ザ
イ
ン
し
、作
っ

た
こ
の
ブ
レ
ザ
ー
が
万
雷
の
拍
手
を

得
て
、
ス
ポ
ー
ツ
界
に
ご
奉
公
で
き

た
の
だ
。
明
日
か
ら
は
余
生
だ
。」と

世
紀
の
祭
典
に
参
加
で
き
た
喜
び

と
、
関
係
者
へ
の
感
謝
が
胸
い
っ
ぱ

い
に
こ
み
上
げ
て
き
た
と
い
い
ま
す
。

　

平
成
15
年
1
月
、
望
月
氏
は
満
92

歳
で
そ
の
生
涯
を
終
え
ま
し
た
。

　

望
月
氏
が
生
前
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
始
め
と
す
る
世
界
各
国
の
ス
ポ
ー

ツ
大
会
で
集
め
た
記
念
品
な
ど
の
数

は
、
3
0
0
点
以
上
。

　

こ
れ
ら
の
貴
重
な
品
々
は
、
望
月

氏
が
亡
く
な
っ
た
後
、
親
族
に
よ
っ

て
町
に
寄
贈
さ
れ
、
現
在
は
「
富
士

川
町
ス
ポ
ー
ツ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
に

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
参
考
文
献
】

　

望
月
靖
之
著

　
『
ペ
タ
ル
を
踏
ん
だ
タ
イ
ヤ
の
跡
』

（
栄
光
出
版
社
）

【
望
月
靖
之
略
年
譜
】

明
治
43
年
1
月

　

旧
鰍
沢
町
鬼
島
に
生
ま
れ
る

昭
和
5
年
4
月

　

�

東
京
神
田
に
「
望
月
洋
服
店
」
を
開

業
昭
和
9
年
3
月

　

日
本
大
学
指
定
商
に
指
定
さ
れ
る

昭
和
20
年
5
月

　

空
襲
に
よ
り
店
舗
と
住
居
を
焼
失

昭
和
20
年
12
月

　

�

商
号
を
「
日
照
堂
」
に
改
め
、
営
業

を
再
開

昭
和
27
年
2
月

　

�

日
本
体
育
協
会
よ
り
ヘ
ル
シ
ン
キ
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
代
表
選
手
団
の
ブ

レ
ザ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
と
調
製
を
拝

命
。
以
後
、
各
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
ア

ジ
ア
大
会
、
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
大

会
な
ど
34
年
間
受
注
の
栄
に
浴
す

昭
和
39
年
1
月

　

�

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
組
織
委
員
会
服

飾
委
員
を
拝
命

昭
和
39
年
10
月

　

�

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
自
ら
が
デ
ザ

イ
ン
し
た
真
紅
の
ブ
レ
ザ
ー
を
日
本

代
表
選
手
団
が
着
用
、
生
涯
最
高
の

栄
に
浴
す

平
成
15
年
1
月　

満
92
歳
で
逝
去

▲選手にブレザーを支給する際に使われた箱

焼け跡が残る聖火トーチ

ブレザーの内側には望月氏の店名「NISSHODO」のタグ

真
っ
青
な
空
の
下

望
月
の
「
赤
」
が
世
界
中
を
魅
了
し
た

「
赤
」
が
認
め
ら
れ
た

生
涯
最
良
の
日

数
々
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を町に

寄
贈
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Q
　
望
月
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
方
で
し

た
か
。

　
声
が
大
き
く
、
豪
快
な
方
で
し
た
け
ど
、

い
ろ
ん
な
こ
と
に
細
か
く
、
き
っ
ち
り
さ
れ

て
い
る
方
で
し
た
ね
。
背
が
高
く
て
、
セ
ン

ス
が
良
く
、
男
前
な
方
で
し
た
。
ご
本
人
も

「
俺
は
ハ
リ
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
の
ゲ
イ
リ
ー

ク
ー
パ
ー
だ
。」と
よ
く
言
っ
て
い
ま
し
た
よ

（
笑
）

Q
　
ブ
レ
ザ
ー
の
調
製
は
ど
の
よ
う
に

さ
れ
て
い
ま
し
た
か
。

　
選
手
一
人
ひ
と
り
採
寸
し
て
、
一
着
ず
つ

手
作
業
で
し
た
。
裏
地
に
は
、
五
輪
の
マ
ー

ク
を
織
り
、
入
場
時
の
統
一
感
を
出
す
た
め

ス
カ
ー
ト
丈
も
下
か
ら
何
セ
ン
チ
と
決
め
て

調
製
し
ま
し
た
。仕
上
が
っ
た
ブ
レ
ザ
ー
は
、

と
に
か
く
色
が
き
れ
い
で
し
た
。
望
月
さ
ん

が
こ
だ
わ
っ
た
「
赤
」
が
本
当
に
い
い
色
を

し
て
い
ま
し
た
。
ブ
レ
ザ
ー
の
調
製
は
、
本

当
に
大
変
で
し
た
。
今
で
も
よ
く
や
っ
た
な

と
思
い
ま
す
。

Q
　
真
紅
の
ブ
レ
ザ
ー
を
着
て
入
場
す

る
日
本
の
選
手
団
を
見
て
ど
の
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
か
。

　
選
手
一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
て
一
着
ず
つ

作
っ
て
い
る
の
で
、
ピ
シ
ッ
と
体
に
合
い
、

揃
っ
て
い
て
、
そ
れ
は
き
れ
い
で
し
た
よ
。

さ
す
が
東
京
、
日
本
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
だ
と

感
動
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
私
は
、
テ

レ
ビ
で
観
ま
し
た
が
、
真
っ
青
な
空
の
下
を

私
た
ち
が
携
わ
っ
た
真
紅
の
ブ
レ
ザ
ー
を
着

て
入
場
し
て
く
る
選
手
の
姿
が
今
で
も
目
に

焼
き
付
い
て
い
ま
す
。

Q
　
当
時
の
日
本
の
様
子
を
振
り
返
っ

て
み
て
ど
の
よ
う
に
思
い
ま
す
か
。

　
国
全
体
に
迫
力
が
あ
り
、
国
民
の
誰
も
が

前
を
向
い
て
生
き
て
い
た
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
高
速
道
路
が
で
き
、新
幹
線
が
開
通
し
、

ビ
ル
が
建
ち
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い

き
、
と
に
か
く
日
々
が
忙
し
か
っ
た
と
記
憶

し
て
い
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
た
め
に
カ

ラ
ー
テ
レ
ビ
を
買
う
人
も
多
か
っ
た
で
す
ね
。

　
4
年
後
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
50
年
前

の
盛
り
上
が

り
と
同
じ
よ

う
に
、
こ
れ

か
ら
も
っ
と

盛
り
上
が
っ

て
い
っ
て
ほ

し
い
で
す
ね
。

◆
利
用
案
内

【
場　

所
】　
鰍
沢
4
8
5
2
―
1

　
交
流
セ
ン
タ
ー
「
塩
の
華
」
に
併
設

【
開
館
時
間
】　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

【
入
場
料
】　
無
料

●
お
問
い
合
わ
せ

　
生
涯
学
習
課　
社
会
教
育
担
当

　
☎
22
―
5
3
6
1

　

望
月
氏
と
と
も
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
公
式
ブ
レ
ザ
ー
の
調

製
に
携
わ
り
、
裏
地
と
ボ
タ
ン
を
担
当
し
た
株
式
会
社
志
村
商
店
。

今
も
東
京
神
田
に
あ
る
こ
の
志
村
商
店
で
、
当
時
働
い
て
い
た
旧

鰍
沢
町
出
身
の
丸
山
梅
香
さ
ん
（
埼
玉
県
川
口
市
在
住
）
に
、
お

話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

▲ブレザーのボタン

▲現在の志村商店

富
士
川
町
ス
ポ
ー
ツ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
公
式
ブ
レ
ザ
ー
や
聖
火
ト
ー
チ
な
ど

展
示
し
て
い
ま
す
。

▲五輪のマークが織られている
ブレザーの裏地 ▲当時を振り返る丸山さん
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平成 28年度　会計別財政状況　　※繰越を含む （単位：千円）

会　　計　　名 歳　　　　入 歳　　　　出
予算現額 収入済額 収入率（％） 予算現額 支出済額 執行率（％）

一般会計 8,330,546 3,946,912 47.38 8,330,546 2,920,616 35.06
特別会計 5,592,156 1,827,672 32.68 5,592,156 2,162,910 38.68
国民健康保険 2,135,528 772,937 36.19 2,135,528 844,661 39.55
後期高齢者医療 370,330 63,431 17.13 370,330 178,063 48.08
介護保険 1,882,165 790,816 42.02 1,882,165 722,874 38.41
介護サービス事業 101,992 43,658 42.81 101,992 52,067 51.05
奨学金 720 980 136.11 720 0 0.00
簡易水道事業 230,502 25,055 10.87 230,502 54,003 23.43
下水道事業 846,065 123,016 14.54 846,065 302,123 35.71
営農飲雑用水事業 3,728 1,349 36.19 3,728 1,688 45.28
箱原農業集落排水事業 17,524 3,078 17.56 17,524 6,354 36.26
鰍沢財産区 373 370 99.20 373 0 0.00
鹿島財産区 92 89 96.74 92 0 0.00
カラマツオ外三十山恩賜林保護財産区 528 120 22.73 528 0 0.00
峡南地区ことばの教室共同設置 1,733 1,857 107.16 1,733 773 44.60
峡南地区充指導主事共同設置 876 916 104.57 876 304 34.70

企業会計財政状況 （単位：千円）

会　　計　　名 収　　　　入 支　　　　出
予算現額 収入済額 収入率（％） 予算現額 支出済額 執行率（％）

水道事業 収　益　的 213,802 77,265 36.14 215,453 31,302 14.53
資　本　的 5,592 4,131 73.87 108,116 24,330 22.50

■一般会計予算執行状況
収入 （単位：千円）

名　　　　称 予算現額 収入済額 収入率（％）
町税 1,402,503 881,882 62.88
地方譲与税 59,695 18,102 30.32
地方消費税交付金 230,603 149,534 64.84
自動車取得税交付金 8,508 3,512 41.28
地方特例交付金 4,473 6,772 151.40
地方交付税 2,580,000 2,141,023 82.99
分担金・負担金 78,618 34,961 44.47
使用料・手数料 100,316 53,494 53.33
国庫支出金 848,697 159,691 18.82
県支出金 443,349 45,451 10.25
繰入金 971,824 0 0.00
繰越金 176,458 373,116 211.45
諸収入 489,952 41,044 8.38
町債 870,900 5,000 0.57
その他 64,650 33,330 51.55

歳入総額 8,330,546 3,946,912 47.38

支出 （単位：千円）
名　　　称 予算現額 支出済額 執行率（％）

議会費 79,676 42,492 53.33
総務費 1,170,376 408,964 34.94
民生費 2,199,990 640,191 29.10
衛生費 1,225,838 669,191 54.59
農林水産業費 274,583 50,587 18.42
商工費 147,759 76,725 51.93
土木費 1,324,740 174,248 13.15
消防費 341,279 148,421 43.49
教育費 631,005 252,278 39.98
公債費 883,236 449,399 50.88
諸支出金 33,864 0 0.00
その他 18,200 8,120 44.62

歳出総額 8,330,546 2,920,616 35.06

町税収入状況 （単位：千円）
科　　目 予算現額 収入済額 収入率（％）

町県民税 648,611 287,304 44.30
固定資産税 533,196 421,983 79.14
町たばこ税 93,823 54,504 58.09
都市計画税 76,944 64,965 84.43
その他 49,929 53,126 106.40

計 1,402,503 881,882 62.88

　平成 28 年 9月末日までの予算執行および財政状況をお知らせします。
　これは、皆さんに納めていただいている税金などの収入や支出の様子をお知らせするとともに、所有する土地
や建物などの財産の状況、借入金の現在高を条例に基づき公表するものです。
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町の財政状況を公表します町の財政状況を公表します
町有財産財政状況 （単位：円）

基　　金　　名　　称 金　　　額
財政調整基金 1,037,133,000
減債基金 612,544,000
公共施設整備等事業基金 1,160,199,000
奨学基金 33,607,000
地域福祉基金 200,000,000
鹿島財産区基金 503,000
中山間ふるさと・水保全対策基金 54,924,000
国民健康保険財政調整基金 0
介護保険給付費支払準備基金 42,567,452
簡易水道事業財政調整基金 3,709,000
営農飲雑用水事業財政調整基金 684,000
箱原農業集落排水事業財政調整基金 547,000
地域コミュニティー施設整備費貸付基金 68,563,000
過疎地域自立促進基金 38,913,000
町民会館太陽光発電設置管理基金 121,000

合　　　　　計 3,254,014,452

町債未償還額 （単位：円）
目　　　的　　　別

一　
　

般　
　

会　
　

計

公 共 事 業 等 1,065,335,772
公 営 住 宅 建 設 事 業 156,523,384
災 害 復 旧 事 業 29,876,036
緊 急 防 災 ・ 減 災 事 業 173,300,000
教育・福祉施設等整備事業 817,694,869
一 般 単 独 事 業 448,915,890
合 併 特 例 事 業 167,450,369
辺 地 対 策 事 業 8,674,851
過 疎 対 策 事 業 949,364,805
減 税 補 て ん 98,532,427
減 収 補 て ん 12,070,240
臨 時 財 政 対 策 債 3,257,668,326
都 道 府 県 貸 付 金 183,100,000
全 国 防 災 事 業 42,000,000
そ の 他 38,664,354

計 7,449,171,323
特
別
会
計
・
企
業
会
計

上 水 道 事 業 249,890,996
簡 易 水 道 事 業 1,032,989,543
営 農 飲 雑 用 水 事 業 6,492,314
下 水 道 事 業 4,009,341,397
箱原農業集落排水事業 68,578,940
国 民 健 康 保 険 4,792,888

計 5,372,086,078

土地開発基金
土地面積 25,298.45 ㎡
現金残高 242,694,208 円

町 有 財 産
土地 689,077 ㎡
山林 1,232,291 ㎡
（うち分収林） 143,900 ㎡
建物 104,208 ㎡
車輌 79台
有価証券 0
出資による権利 368,380,000 円

平成 28年
9月末現在

町債（借入金）
　借入金は、なるべく少ないのが理想ですが、家庭
においてもローンを組んだりしながら、計画的に高
額な買い物をすることがあります。町でも、長く利
用できる施設などの建設費の世代間負担の公平性を
図る観点から、資金計画を立てて借り入れをしてい
ます。
　現在の借入金は、一般会計が約 74億 5千万円、
特別会計・企業会計で約 53億 7千万円となり、借
入金残高の総額は、約 128 億円となっています。

基金（積立金）
　基金は、家庭でいう貯金です。
　いざというときに使うことができる財政調整基金
は、9月末現在で、約 10億 4千万円あります。
　この基金は、将来の不測の事態に対応できるよう
に蓄えておく必要があります。
　そのほかの基金は、それぞれの目的にしたがって
積立てや運用、取崩しを行っています。
　すべての基金を合計すると、約 32億 5千万円と
なります。

用語の解説
一般会計
　行政運営の基本的な経費が計上される会計

特別会計
　国民健康保険事業や
下水道事業のように、
保険料や使用料などの
収入によって事業を運
営する場合、お金の流
れをわかりやすくする
ため、一般会計とは区
別して設置する会計
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◇
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養

費
制
度
と
は
？

　
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養

費
制
度
と
は
、
医
療
と
介
護
の
両
方

の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
世
帯

の
負
担
を
軽
減
す
る
制
度
で
す
。
1

年
間
に
支
払
っ
た
医
療
保
険
と
介
護

保
険
の
自
己
負
担
額
を
合
計
し
、
基

準
額
を
超
え
た
金
額
を
高
額
介
護
合

算
療
養
費
と
し
て
支
給
し
ま
す
。

◇
支
給
基
準

・
計
算
対
象
期
間
は
、
8
月
1
日
〜

翌
年
7
月
31
日
ま
で
の
1
年
間

・
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
両
方
に

自
己
負
担
額
が
あ
り
、
自
己
負
担
額

の
合
計
が
基
準
額
を
超
え
た
世
帯

・
高
額
療
養
費
ま
た
は
高
額
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
と
し
て
支
給
さ
れ
た
金

額
は
、
自
己
負
担
額
か
ら
差
し
引
い

て
計
算
し
ま
す
。

◇
通
知
発
送
時
期

　
支
給
の
対
象
と
な
る
被
保
険
者
の

方
に
平
成
29
年
1
月
中
旬
ま
で
に
申

請
の
ご
案
内
を
郵
送
し
ま
す
。

◇
申
請
方
法

　
郵
送
さ
れ
た
申
請
書
、
支
給
申
請

に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
、
印
鑑
、
振

込
先
の
口
座
が
わ
か
る
も
の
お
よ
び

身
分
が
確
認
で
き
る
も
の
を
持
参
の

う
え
、
平
成
28
年
7
月
31
日
に
住
所

の
あ
っ
た
市
町
村
医
療
保
険
窓
口
に

て
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
申
請
か
ら
支
給
ま
で

　
申
請
か
ら
2
〜
3
か
月
ほ
ど
か
か

り
ま
す
。
詳
し
い
時
期
は
、
お
問
い

合
わ
せ
先
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◇
提
出
期
限
に
つ
い
て

　
申
請
の
時
効
は
、
通
知
が
お
手
元

に
届
い
て
か
ら
2
年
間
で
す
。
お
忘

れ
が
な
い
よ
う
早
期
の
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
生
活
課　
保
険
年
金
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
9

75
歳
以
上
（
後
期
高
齢
者
医
療
）
の
方

医
療
と
介
護
の
両
方
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
世
帯
の
負
担
を
軽
減
！

高
額
医
療
・
高
額
介
護

合
算
療
養
費
制
度

　住民基本台帳の閲覧制度は、住民基本台帳法により年1回以上の閲覧状況の公開が義務付けられています。住民
基本台帳法第11条の2第12項に基づき、平成27年11月1日から平成28年10月30日までの閲覧状況を公表
します。

閲覧の
年月日 閲　　覧　　者 閲覧者に閲覧の

委託をした者 利用の目的の概要 閲覧に係る住民の範囲 閲覧件数

平成 27年
11月 26日

一般社団法人　中央調査社
真保　寿子

学校法人
青山学院大学教育
人間科学部

「地域社会における大学の役割に関
する世論調査」のための対象者抽出

長澤
満 20歳以上の男女個人 20名

平成 28年
1月 21日

一般社団法人　中央調査社
手塚　みね子

文化庁文化部国語
科

「平成 27 年度国語に関する世論調
査」実施のための対象者抽出

青柳町
16歳以上の日本人の男女
個人

17名

平成 28年
3月 11日

一般社団法人　中央調査社
加藤　咲子

公益財団法人
生命保険文化セン
ター

「平成 28 年度生活保障に関する調
査」実施のための対象者抽出

小林、天神中條
満 18歳以上 69歳以下の
日本人男女

30名

平成 28年
5月 25日

一般社団法人　中央調査社
真保　寿子

NHK 営業局計画
管理部

「テレビ放送に関するアンケート」
のための対象者抽出

鰍沢、鹿島、小林の一部
18歳以上の男女 20名

平成 28年
6月 9日

一般社団法人　中央調査社
加藤　咲子

内閣府大臣官房政
府広報室

「国民生活に関する世論調査」実施
のための対象者抽出

長澤、大椚
18歳以上の男女 23名

平成 28年
7月 5日

山梨県立精神保健福祉センター
所長

山梨県立精神保健
福祉センター

「山梨県立精神保健福祉センター事
業における調査」実施のための対象
者抽出（データにて）

富士川町
65歳以上の男女 2,000 名

平成 28年
9月 2日

山梨県峡南保健福祉事務所
所長

山梨県峡南保健福
祉事務所

「平成 28年度国民健康・栄養調査」
実施のための対象者抽出

十谷
地区の男女 20名

平成 28年
9月 15日

一般社団法人　中央調査社
加藤　咲子

厚生労働省自殺対
策推進室

「自殺対策に関する意識調査」実施
のための対象者抽出

青柳町
20歳以上の日本国籍をも
つ男女

11名

●お問い合わせ　町民生活課　戸籍担当　☎22−7208

住民基本台帳閲覧状況を公表します住民基本台帳閲覧状況を公表します
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開
催
の
対
象
者

　
町
内
に
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学

す
る
方
々
で
構
成
さ
れ
て
い
る
団

体
、
グ
ル
ー
プ
、
無
尽
会
な
ど
の
集

ま
り
（
概
ね
10
人
以
上
で
構
成
さ
れ

て
い
る
こ
と
）

開
催
ま
で
の
手
順

①
「
テ
ー
マ
」
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

　
「
テ
ー
マ
」に
つ
い
て
は
、特
に
制

約
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
例
）

・
働
き
な
が
ら
の
子
育
て
に
つ
い
て

・
商
店
街
の
活
性
化
に
つ
い
て

・
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

・
消
防
団
員
の
確
保
に
つ
い
て

・
老
後
の
生
き
が
い
活
動
に
つ
い
て

な
ど

②
開
催
日
時
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

　
午
前
9
時
か
ら
午
後
10
時
ま
で
の

間
の
概
ね
2
時
間
以
内
で
、
希
望
す

る
日
時
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

③
開
催
場
所
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

　
会
場
は
、
町
内
に
限
り
ま
す
。

　
ご
希
望
の
会
場
に
町
長
が
出
向
き

ま
す
。

④
申
込
書
に
①
〜
③
と
必
要
事
項
を

記
入
し
、
政
策
秘
書
課
広
聴
広
報
担

当
に
提
出
し
ま
す
。

　
申
込
書
は
、
政
策
秘
書
課
広
聴
広

報
担
当
で
受
け
取
り
に
な
る
か
、
ま

た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
町
で
日
程
を
調
整
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
団
体
な
ど
に
連
絡
し
ま
す
。

　
決
定
通
知
書
に
よ
り
団
体
な
ど
に

通
知
し
ま
す
。

⑥
車
座
座
談
会
の
開
催

　
町
長
の
ほ
か
、
テ
ー
マ
を
所
管
す

る
担
当
課
職
員
な
ど
が
出
席
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

注
意
事
項

・
座
談
会
の
運
営
お
よ
び
運
営
に
係

る
経
費
は
、
団
体
な
ど
の
負
担
と
な

り
ま
す
。

・
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
認

め
ら
れ
る
と
き
は
、
座
談
会
を
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

⑴
公
の
秩
序
を
乱
し
、
ま
た
は
善
良

な
風
俗
を
阻
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
と
き

⑵
政
治
、
宗
教
ま
た
は
営
利
を
目
的

と
し
た
催
し
な
ど
を
行
う
お
そ
れ
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き

⑶
批
判
、
苦
情
ま
た
は
個
別
の
相
談

な
ど
を
目
的
と
し
て
行
う
お
そ
れ
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き

⑷
右
記
の
ほ
か
、
座
談
会
の
目
的
に

反
す
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き

●
お
問
い
合
わ
せ

　
政
策
秘
書
課　
広
聴
広
報
担
当

　
☎
22
―
7
2
1
6

意見を広く聴かせてください！

車 座 座 談 会

　町では、「町民参加によるまちづくり」を進めるため、町
民の皆さんに積極的に町政へ参加していただく機会とし
て、「車座座談会」を開催しています。
　これは、町民の皆さんに行政に関心をもっていただくこ
とや日頃から町政に対する疑問点や意見などの発言の場と
して、町長と直接対話をする座談会です。
　名称のとおり「車座座談会」です。硬い会議ではありま
せん。町長とざっくばらんに語り合い、町政を身近なもの
として感じていただけるよう開催するものです。各団体の
定例会や無尽会などの集まる機会に、この座談会を開いて
みませんか。

〜皆さんの団体、無尽会へ町長が伺います〜
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防
災
ラ
ジ
オ
は
、
防
災
行
政
無
線

の
放
送
が「
聞
こ
え
な
い
」「
聞
き
取

り
づ
ら
い
」
な
ど
を
解
消
す
る
た
め

に
導
入
し
た
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り

防
災
情
報
な
ど
を
屋
内
で
も
確
実
に

受
信
で
き
ま
す
。

　
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
こ
の
機
会

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
防
災
ラ
ジ
オ
と
は
…

　
通
常
の
A
M
や
F
M
の
ラ
ジ
オ
放

送
を
聞
い
て
い
る
と
き
で
も
、
全
国

瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
J
ア
ラ
ー
ト
）

や
防
災
行
政
無
線
と
同
じ
内
容
の
放

送
を
受
信
で
き
る
仕
組
み
に
よ
り
、

強
制
的
に
防
災
ラ
ジ
オ
に
切
り
替
わ

り
放
送
が
流
れ
ま
す
。（
※
ス
イ
ッ
チ

が
オ
フ
の
状
態
で
も
自
動
的
に
放
送

さ
れ
ま
す
。）

■
音
声
が
聞
き
取
れ
な
い
方
に
は
…

　

放
送
内
容
を
文
字
で
表
示
す
る

「
文
字
表
示
型
防
災
ラ
ジ
オ
」（
3
3
，

5
0
0
円
）
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
購
入
の
際
は
、
補
助
制
度
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。（
※
要
申
請
）

◇
文
字
表
示
機
の
補
助
金

聴
覚
障
が
い
者�

1
1
，0
0
0
円

右
記
以
外
の
者�

8
，0
0
0
円

■
申
し
込
み
と
受
け
取
り
方
法

　
申
込
用
紙
は
、
防
災
課
窓
口
ま
た

は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
、
必
要
事
項
を
ご
記
入
の

上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
限

　
12
月
22
日
（
木
）
ま
で

※
注
文
生
産
の
た
め
、
納
品
ま
で
3

〜
4
か
月
か
か
り
ま
す
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
受
け
取

り
は
、
通
知
に
よ
り
連
絡
し
、
防
災

課
窓
口
で
現
金
と
引
き
換
え
に
な
り

ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
防
災
課　
防
災
担
当

　
☎
22
―
7
2
1
8

環状交差点（ラウンドアバウト）
4つのポイント

　環状交差点が供用開始となってから半年以上が経過しました。
もう一度、ルールを確認して、正しく安全に通行しましょう！ 防災課　交通担当　☎22−7218

「
防
災
ラ
ジ
オ
」

4
次
募
集
の
お
知
ら
せ

交差点から出るときは左側
の方向指示器（ウインカー）
を出しましょう

防災ラジオ販売価格
17,000円
（消費税・利用料込み）

交差点内の車両の通行
を妨げないよう注意し
ましょう

あ
ら
か
じ
め
道
路
の
左
側

端
に
寄
り
、
徐
行
し
て
左

折
し
て
進
入
し
ま
し
ょ
う

交差点に進入しようとす
る車両や横断歩行者に、
特に注意しましょう
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町
で
は
、
中
小
企
業
及
び
小
規
模

企
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
中
小
企

業
及
び
小
規
模
企
業
振
興
基
本
条
例

の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
策
定
す

る
に
あ
た
り
、
広
く
皆
さ
ん
か
ら
ご

意
見
を
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
対
象
者

○
町
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

○
町
内
に
事
業
所
ま
た
は
事
務
所
を

有
す
る
個
人
及
び
法
人
そ
の
他
団
体

◆
募
集
期
間

　
12
月
5
日（
月
）〜
1
月
4
日（
水
）

◆
閲
覧
方
法

○
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
「
町
政
情
報
→
役
場
か
ら
の
お
知

ら
せ
→（
仮
称
）中
小
企
業
及
び
小
規

模
企
業
振
興
基
本
条
例
（
案
）
に
つ

い
て
」

○
産
業
振
興
課
ま
た
は
鰍
沢
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー

（
教
育
文
化

会
館
内
）

◆
意
見
の
提
出
方
法

　
閲
覧
場
所
に
あ
る
提
出
用
紙
ま
た

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
提
出
用
紙

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
次
の
い
ず
れ

か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
直
接
提
出

産
業
振
興
課
ま
た
は
鰍
沢
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
（
教
育
文
化
会
館
内
）

○
郵
送

〒
4
0
0
―
0
5
9
2

天
神
中
條
1
1
3
4

産
業
振
興
課　
商
工
振
興
担
当
宛
て

○
F
A
X

0
5
5
6
―
22
―
5
5
1
6

○
E
メ
ー
ル

sangyou@
tow
n.fujikaw

a.
lg.jp◆
注
意
事
項

○
電
話
や
口
頭
に
よ
る
意
見
の
提
出

は
で
き
ま
せ
ん
。

○
提
出
用
紙
に
氏
名
、住
所（
勤
務
先

ま
た
は
事
業
所
名
）、連
絡
先
の
明
記

が
な
い
ご
意
見
に
つ
き
ま
し
て
は
意

見
と
し
て
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
産
業
振
興
課　
商
工
振
興
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
2

　
熊
本
地
震
で
被
災
さ
れ
た
方
を
支

援
す
る
た
め
、
県
内
の
各
自
治
体
で

は
義
援
金
を
送
る
な
ど
、
被
災
地
の

復
興
の
た
め
支
援
し
て
い
ま
す
。
町

に
お
い
て
も
、
発
災
直
後
か
ら
義
援

金
募
金
箱
を
設
置
し
、
皆
さ
ん
か
ら

ご
支
援
い
た
だ
い
た
義
援
金
を
7
月

に
熊
本
県
町
村
会
へ
送
金
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
10
月
19
日（
水
）、熊
本
県
町
村
会

で
は
、
熊
本
地
震
支
援
の
お
礼
の
た

め
、熊
本
県
町
村
会
前
田
副
会
長（
熊

本
県
玉
名
郡
玉
東
町
長
）
を
は
じ
め

5
人
の
町
村
長
ら
が
、
山
梨
県
町
村

会
を
訪
れ
ま
し
た
。前
田
副
会
長
は
、

支
援
へ
の
お
礼
を
述
べ
る
と
と
も

に
、「
復
旧
に
は
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か

か
る
」
と
現
在
の
状
況
を
話
さ
れ
ま

し
た
。

　
甲
府
市
を
除
く
県
内
26
市
町
村
と

5
一
部
事
務
組
合
は
、
平
成
29
・
30

年
度
分
の
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

か
ら
、
山
梨
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
に
お
い
て
、
共
同
受
付
を
行
う
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
各
自
治
体
へ
個
別

に
行
っ
て
い
た
申
請
な
ど
を
一
括
し

て
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
申
請
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
山
梨

県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
申
請
要
項
な
ど
を

ご
確
認
の
う
え
、
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。

【
受
付
期
間
】

・
定
期
受
付

　

�

平
成
29
年
1
月
5
日
（
木
）
〜
1

月
27
日
（
金
）

・
中
間
受
付

　
平
成
30
年
1
月
頃
を
予
定

※�

右
記
の
期
間
以
外
の
随
時
受
付
は

行
い
ま
せ
ん

【
申
請
書
な
ど
様
式
の
入
手
方
法
】

　

山
梨
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.ysc-yam

anashi.
or.jp/

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
申
請
お
よ
び
提
出
方
法
】

　
入
札
参
加
資
格
審
査
の
申
請
は
、

電
子
申
請
（
や
ま
な
し
く
ら
し
ね
っ

と
）で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。（
や
む
を

得
な
い
場
合
は
、
紙
に
よ
る
申
請
も

可
能
で
す
）

　
添
付
書
類
の
提
出
は
、
山
梨
県
市

町
村
総
合
事
務
組
合
宛
て
に
郵
送
ま

た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ

〒
4
0
0
―
8
5
8
7

甲
府
市
蓬
沢
1
―
15
―
35

山
梨
県
自
治
会
館
2
階

県
市
町
村
総
合
事
務
組
合　
業
務
課

☎
0
5
5
―
2
3
5
―
3
2
3
7

℻
0
5
5
―
2
2
2
―
3
8
4
6

熊
本
地
震
支
援
へ
の
お
礼

熊
本
県
町
村
会
が
来
県

（
仮
称
）

中
小
企
業
及
び
小
規
模
企
業
振
興
基
本
条
例（
案
）の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す

入
札
参
加
資
格
審
査
の

申
請
方
法
が
変
わ
り
ま
す

▲お礼状を受け取る山梨県町村会志村学会長

平
成
29
・
30
年
度
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
の
共
同
受
付
に
つ
い
て

（11）平成 28. 12 月号　No.81



甲
州
富
士
川
ま
つ
り

国際交流協会
ワールドグルメプラザ

PRふれあい
コーナー

ふじかわ市場

　
11
月
13
日（
日
）、第
7
回
甲
州
富
士
川
ま
つ
り
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
時
期
と
思
え
な
い
ほ
ど
暖
か
く
、
空
は
真
っ
青
で
雲
一
つ
な
い
天
気
と
な
っ

た
こ
の
日
。
町
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
会
場
全
体
に
多

く
の
笑
顔
の
花
が
咲
き
ま
し
た
。
祭
り
の
メ
イ
ン
で
あ
る
郷
土
料
理「
み
み
」は
、

用
意
し
た
3
，0
0
0
食
す
べ
て
完
売
。
各
地
区
や
、団
体
の
ブ
ー
ス
に
も
列
が
で

き
る
な
ど
、
活
気
あ
ふ
れ
る
富
士
川
町
ら
し
さ
が
詰
ま
っ
た
、
今
年
の
甲
州
富
士

川
ま
つ
り
と
な
り
ま
し
た
。

楽しくおどれたよ！

美味しくできました！

た
く
さ
ん
の
声
援

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

見事4連覇！

メインステージ
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ふれあいJAまつり

郷土料理みみ
コーナー

楽しくおどれたよ！

『みみ』おいしい〜！！ 見事4連覇！

ステージ大きなお口でアーン♪

（13）平成 28. 12 月号　No.81



第7回第 7回

　甲州富士川まつり第7回富士川町駅伝大会が、11月13日（日）、5部門に40チーム約300名の選手と約150名
の競技役員によって開催されました。絶好の体育日和のなか、沿道からの大勢の声援に後押しされて熱戦が展開さ
れ、支部対抗の部では、最勝寺支部が4連覇を、一般の部では増中ティーチャーズが3連覇を果たしました。
　また、中学男子の部で優勝した、増中3年生が記録を3分近く更新する大会新記録を達成しました。
●お問い合わせ　町体育協会事務局（教育委員会内）☎22−5361

支
部
対
抗
の
部

中
学
男
子
の
部

中
学
女
子
の
部

一
般
の
部

招
待
の
部

優　勝� 最勝寺支部� 1時間01分58秒
準優勝� 鰍沢北支部� 1時間06分45秒
第３位� 青柳町上支部� 1時間08分32秒
第４位� 長澤支部� 1時間08分48秒
第５位� 青柳町下支部� 1時間08分50秒
第６位� 𣇃米支部 1時間10分51秒
第７位� 平林支部� 1時間12分04秒
第８位� 小林支部� 1時間12分40秒
第９位� 大椚支部� 1時間14分14秒
第10位� 大久保支部� 1時間15分05秒
第11位� 天神中條支部� 1時間15分06秒
第12位� 穂積支部� 1時間23分41秒

優　勝� 増中３年生� 1時間00分19秒
準優勝� 増中陸上部A� 1時間04分06秒
第３位� 増中バスケ部� 1時間10分02秒
第４位� 増中陸上部B� 1時間12分51秒
第５位� 増中卓球部A� 1時間19分18秒
第６位� 増中バレー・バド� 1時間21分56秒

優　勝� 増中陸上部A� 1時間23分41秒
準優勝� 増中バスケ部A� 1時間25分05秒
第３位� 増中テニス部� 1時間25分50秒
第４位� TEAM鰍沢中A� 1時間26分25秒
第５位� 増中バレーボール部� 1時間27分31秒
第６位� 増中バド・卓球� 1時間30分06秒

優　勝� 増中ティーチャーズ� 1時間10分01秒
準優勝� チーム青波� 1時間12分50秒
第３位� テクニカルスチール� 1時間13分46秒
第４位� 万年Bクラス� 1時間19分13秒

優　勝� 市川三郷体協� 1時間03分49秒
準優勝� 身延町体協� 1時間06分11秒
第３位� かじまるスポーツクラブ� 1時間09分21秒
第４位� MAD中毒� 1時間09分55秒
第５位� ジット� 1時間20分05秒

区間賞

区間賞

区間賞

区間賞

区間賞

第１区� 平林支部� 佐藤　丈� 13分21秒
第２区� 最勝寺支部� 志村英一� 7分59秒
第３区� 青柳町上支部� 笹本太智� 12分52秒
第４区� 最勝寺支部� 田中　実� 5分59秒
第５区� 最勝寺支部� 深澤　将� 9分16秒
第６区� 最勝寺支部� 望月健太� 11分33秒

第１区� 増中３年生� 佐野飛向� 14分25秒
第２区� 増中３年生� 佐藤隆一� 7分50秒
第３区� 増中３年生� 高野優真� 12分32秒
第４区� 増中３年生� 秋山拓朗� 5分47秒
第５区� 増中３年生� 深澤尚樹� 8分27秒
第６区� 増中３年生� 中込　空� 11分18秒

第１区� 増中バレーボール部� 内田美春� 18分42秒
第２区� 増中陸上部A� 佐野菜歩� 10分56秒
第３区� 増中バド・卓球� 井上もか� 15分56秒
第４区� 増中テニス部� 秋山芽生� 7分35秒
第５区� 増中陸上部A� 永井心花� 11分31秒
第６区� 増中バド・卓球� 鈴木涼子� 15分12秒

第１区� 増中ティーチャーズ� 藤巻貴大� 15分39秒
第２区� 増中ティーチャーズ� 佐藤貴弘� 10分00秒
第３区� 増中ティーチャーズ� 大柴正也� 13分55秒
第４区� 増中ティーチャーズ� 望月英宏� 6分36秒
第５区� テクニカルスチール� 折居繁好� 10分25秒
第６区� テクニカルスチール� 秋山泰我� 12分03秒

第１区� 市川三郷体協� 久保淳一� 14分30秒
第２区� かじまるスポーツクラブ� 笠井誉紀� 7分16秒
第３区� 市川三郷体協� 秋山秀樹� 12分26秒
第４区� 市川三郷体協� 中込大地� 5分50秒
第５区� 身延町体協� 上田進太� 8分49秒
第６区� 身延町体協� 上田誠人� 10分46秒
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〜
3
月
31
日

◇
募
集
期
間　
11
月
28
日
（
月
）
〜

12
月
14
日
（
水
）

◇
選
考
方
法　
面
接

◇
お
申
し
込
み　
履
歴
書
を
上
下
水

道
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
上
下
水
道
課　
簡
易
水
道
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
4

秋
の
給
付
金

12
月
15
日
ま
で
！

い
ま
す
ぐ
カ
ク
ニ
ン
ジ
ャ
！

平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金

　（
1
人
に
つ
き
3
千
円
）

障
害
・
遺
族
年
金
受
給
者
向
け
臨
時

福
祉
給
付
金

　（
1
人
に
つ
き
3
万
円
）

　
町
で
は
、
秋
の
給
付
金
の
対
象
と

見
込
ま
れ
る
世
帯
に
対
し
、
9
月
中

旬
に
申
請
書
一
式
の
書
類
を
郵
送
し

て
い
ま
す
。
ま
だ
申
請
を
し
て
い
な

い
方
は
、
期
限
ま
で
に
申
請
書
の
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
期
限
内
に
申
請
が
な
い
場
合
は
、

給
付
金
の
支
給
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

【
平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
支

給
対
象
者
】

　
平
成
28
年
度
分
の
住
民
税
が
非
課

税
の
方

※
た
だ
し
、
課
税
者
の
被
扶
養
者
や

生
活
保
護
の
受
給
者
な
ど
で
あ
る
場

合
を
除
き
ま
す

【
障
害・遺
族
年
金
受
給
者
向
け
臨
時

福
祉
給
付
金
支
給
対
象
者
】

　
平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
の

支
給
対
象
者
の
う
ち
、
平
成
28
年
5

月
分
の
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎

年
金
等
を
受
給
し
て
い
る
方

※
た
だ
し
、
高
齢
者
向
け
給
付
金
の

受
給
者
を
除
き
ま
す

▼
臨
時
福
祉
給
付
金
に
係
る
「
振
り

込
め
詐
欺
」
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
給
付
金
に
関
し
て
、
町
や
厚
生
労

働
省
な
ど
が
A
T
M
（
銀
行
・
コ
ン

ビ
ニ
な
ど
の
現
金
自
動
支
払
機
）
の

操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
、
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
保
健
課　
介
護
福
祉
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
7

認
定
N
P
O
法
人
ス
ペ
ー
ス
ふ
う

リ
ユ
ー
ス
食
器
0
円
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

9
月
利
用
分

　
町
内
で
行
う
イ
ベ
ン
ト
で
の
利
用

料
は
無
料
で
す
。
積
極
的
に
利
用
し

て
、
ゴ
ミ
の
出
な
い
イ
ベ
ン
ト
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

嘱
託
・
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

▼
保
育
士

　
町
で
は
、
嘱
託
職
員
（
保
育
士
）

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

◇
応
募
資
格　
保
育
士
資
格
を
有
す

る
方

◇
勤
務
先　
第
2
保
育
所

◇
業
務
内
容　
未
満
児
担
当

◇
採
用
人
数　
1
人

◇
採
用
期
間　
平
成
29
年
1
月
4
日

〜
3
月
31
日

◇
募
集
期
間　
12
月
9
日
（
金
）
ま

で
の
平
日
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

◇
選
考
方
法　
面
接（
詳
細
は
後
日
）

◇
お
申
し
込
み　
履
歴
書
を
財
務
課

人
事
給
与
担
当
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
課　
児
童
保
育
担
当

　
☎
22
―
7
2
2
1

▼
水
道
料
検
針
員

　
上
下
水
道
課
の
検
針
員
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

◇
応
募
資
格　
町
内
在
住
で
、
概
ね

60
歳
ま
で
の
身
体
健
康
な
方
（
要
普

通
運
転
免
許
）

◇
業
務
内
容　
簡
易
水
道
検
針
業
務

◇
採
用
人
数　
1
人

◇
採
用
期
間　
平
成
29
年
1
月
24
日

お知らせ

Information

使用日 使用イベント名 全体注文数
（箸・スプーン含む）

リユース食器数
（個）

CO2削減量
（kg）

スギ本数
（本）

9/4 大椚区　防災訓練 300 150 11.55 0.8

9/11 小林区　敬老会 560 400 30.80 2.2

9/18 青柳町区　敬老会 410 410 31.57 2.3

9/18 大椚区　敬老会 300 230 17.71 1.3

9/18 平林キャンプふりかえりミーティング 65 65 5.01 0.4

9/22 増穂ジュニアクワイア　2016ロビーコンサート 309 259 19.94 1.4

9/24 富士川夢未来　2016年度山梨県立大学国際政策入門 600 450 34.65 2.5

合計 2,544 1,964 151.2 11
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　『
女
ら
し
く
な
く
　
男
ら
し
く
な

く
　
自
分
ら
し
く
』

　

こ
れ
は
、
ぴ
ゅ
あ
峡
南
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
2
0
1
6
記
念
講
演
会
の

演
題
で
す
。
講
師
は
、露
の
団
姫（
つ

ゆ
の
ま
る
こ
）
さ
ん
。
落
語
家
に
し

て
天
台
宗
僧
侶
の
方
で
す
。
ツ
ル
リ

と
丸
め
た
頭
に
袈
裟
を
着
て
出
て
こ

ら
れ
た
お
姿
は
、「
一
休
さ
ん
」の
よ

う
で
、
古
典
の
小
噺
を
し
な
が
ら
、

私
た
ち
を
「
一
流
の
お
客
様
」
と
お

だ
て
な
が
ら
引
き
込
ん
で
い
き
ま
し

た
。
笑
い
の
渦
の
中
へ
…
。

　
と
こ
ろ
で
、
落
語
家
や
お
坊
さ
ん

は
男
社
会
だ
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
ま
せ
ん
か
？　
そ
ん
な
中
で
、

露
の
団
姫
さ
ん
は「
職
業
は
落
語
家
、

生
き
方
は
尼
さ
ん
」
と
い
う
独
自
の

人
生
を
歩
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
に
は

次
の
よ
う
な
体
験
が
あ
っ
た
か
ら
だ

そ
う
で
す
。

　
最
初
の
体
験
は
、
3
歳
の
時
の
祖

父
の
死
。「
人
間
は
死
ん
だ
ら
ど
こ
へ

行
く
の
？
」と
い
う
問
い
に
祖
母
は
、

「
焼
き
に
行
く
」。「
じ
ゃ
あ
、人
間
の

魂
は
ど
こ
へ
行
く
の
だ
ろ
う
？
」
と

い
う
疑
問
が
残
っ
た
そ
う
で
す
。

　
も
う
1
つ
の
体
験
は
、
中
学
2
年

の
ク
ラ
ブ
活
動
の
時
。
男
子
部
員
の

試
合
に
女
子
部
員
は
お
茶
く
み
に
、

と
先
生
に
言
わ
れ
、
ど
う
し
て
お
茶

く
み
が
性
別
で
決
ま
る
の
か
尋
ね
る

と
、「
昔
か
ら
お
茶
は
女
が
入
れ
る
も

の
だ
！
」
と
怒
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

世
の
中
に
は
い
ろ
ん
な
差
別
が
あ
る

こ
と
を
知
っ
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
2
つ
の
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
高
校
生
に
な
っ
た
時
、「
落
語

家
」
に
な
る
と
い
う
夢
が
生
ま
れ
、

ま
た
同
時
期
に
、「
死
ん
だ
ら
ど
う
な

る
？
」
の
答
え
を
探
す
た
め
に
、
宗

教
の
勉
強
を
始
め
た
そ
う
で
す
。
聖

書
や
コ
ー
ラ
ン
な
ど
を
勉
強
し
て

い
っ
た
中
で
お
釈
迦
様
に
出
会
い
、

法
華
経
が
好
き
に
な
っ
た
と
の
こ

と
。
そ
の
後
、「
死
に
た
い
」と
思
う

よ
う
な
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
た
彼
女

が
思
い
出
し
た
の
が
お
釈
迦
様
。
そ

し
て
仏
教
の
教
え
を
人
々
に
知
ら
せ

た
い
と
、
お
坊
さ
ん
に
な
る
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。

　
高
校
卒
業
後
、
落
語
家
に
。
そ
の

後
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
る
男
性
と

結
婚
。
そ
し
て
、
修
業
を
経
て
尼
さ

ん
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
落
語
を
通
し
て
、
す
べ
て
の
も
の

は
等
し
く
、
全
員
が
幸
せ
に
な
る
権

利
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
再
認
識
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

家
庭
で
、「
食
材
を
買
い
す
ぎ
な

い
」「
料
理
を
作
り
す
ぎ
な
い
」「
水
切

り
を
す
る
」
な
ど
を
心
が
け
て
い
て

も
ど
う
し
て
も
出
て
し
ま
う
生
ご
み
。

　
生
ご
み
は
『
堆
肥
化
』
す
る
こ
と

で
ご
み
で
は
な
く
、
土
を
豊
か
に
す

る
資
源
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
実
際
に
生
ご
み
を
堆
肥

化
し
て
い
る
町
内
の
主
婦
の
方
に
早

く
簡
単
に
で
き
る
方
法
を
伺
い
ま
し

た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

方
法

①
蓋
が
し
っ
か
り
閉
ま
る
生
ご
み
用

の
バ
ケ
ツ
に
、
生
ご
み
と
一
緒
に
米

ぬ
か
を
入
れ
ま
す
。

※
大
き
く
て
硬
い
も
の
は
あ
る
程
度

切
り
、魚
の
骨
な
ど
は
い
い
で
す
が
、

貝
殻
は
除
き
ま
し
ょ
う
。

②
バ
ケ
ツ
が
一
杯
に
な
っ
た
ら
畑
に

戻
し
ま
す
。

③
畑
を
15�

cm
程
度
に
浅
く
耕
し
て
、

生
ご
み
を
撒
き
ま
す
。

※
撒
く
広
さ
は
、
生
ご
み
バ
ケ
ツ

20
L
1
杯
に
対
し
、
お
よ
そ
畳
1
帖

弱
程
度
。
生
ご
み
か
ら
出
た
水
分
も

一
緒
に
い
れ
て
O
K
で
す
。

④
土
と
混
ぜ
な
が
ら
耕
し
た
ら
、
上

か
ら
雑
草
を
か
ぶ
せ
、
さ
ら
に
ブ

ル
ー
シ
ー
ト
（
冬
は
透
明
シ
ー
ト
）

で
覆
い
、
竹
や
石
で
シ
ー
ト
を
留
め

ま
す
。

⑤
3
日
目
に
耕
し
再
度
シ
ー
ト
を
か

ぶ
せ
、1
週
間
後
も
同
様
に
し
ま
す
。

⑥
2
週
間
後
に
耕
し
て
、
生
ご
み
が

あ
る
程
度
見
え
な
け
れ
ば
上
に
草
を

乗
せ
、
夏
な
ら
2
か
月
程
度
で
堆
肥

に
な
り
ま
す
。
冬
は
3
か
月
程
度
か

か
り
ま
す
。

　
堆
肥
が
完
成
す
る
と
、
臭
い
は
完

全
に
な
く
な
り
、
生
ご
み
の
形
は
ほ

ぼ
目
に
見
え
ま
せ
ん
。
で
き
た
ら
、

そ
の
場
で
野
菜
を
作
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
土
は
と
て
も
ふ
か
ふ
か
に
な

り
ま
す
。ポ

イ
ン
ト

★
生
ご
み
を
バ
ケ
ツ
に
溜
め
る
と

き
、
そ
の
都
度
米
ぬ
か
を
入
れ
ま

し
ょ
う
。
こ
う
す
る
と
、
よ
ほ
ど
水

分
や
魚
の
あ
ら
な
ど
が
多
く
な
け
れ

ば
、
虫
や
悪
臭
を
抑
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

★
畑
に
戻
す
際
に
浅
く
耕
し
ま
し
ょ

う
。
シ
ー
ト
を
外
し
た
後
は
空
気
に

触
れ
な
い
と
発
酵
が
進
ま
な
い
の

で
、
深
く
耕
す
と
生
ご
み
が
残
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

ひ
と
こ
と

　
「
早
く
・
臭
く
な
く
・
失
敗
し
な

い
」
こ
の
方
法
で
、
最
近
よ
う
や
く

う
ま
く
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
畑
に
生
ご
み
堆
肥
作
り
の
ス

ペ
ー
ス
を
取
れ
る
方
に
は
、
ぜ
ひ
お

勧
め
し
た
い
方
法
で
す
。

　
ま
た
、
生
ご
み
堆
肥
の
利
点
は
、

安
全
な
食
べ
物
を
作
る
と
同
時
に
、

生
ご
み
問
題
も
解
決
す
る
こ
と
。
そ

し
て
、
生
ご
み
は
ど
の
家
庭
で
も
出

る
の
で
、
畑
な
ど
あ
る
方
は
、
生
ご

み
を
堆
肥
化
す
れ
ば
、
焼
却
ご
み
の

減
量
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

環境担当です
こんにちは！

自分らしく
輝いて！

富士川町
男女共同参画推進委員会

町民生活課　生活環境担当　☎22−7209
Vol.2

『
家
庭
で
か
ん
た
ん
　
生
ご
み

 

堆た
い

肥ひ

化
』
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人
間
の
骨
格
筋
（
身
体
を
作
る
筋

肉
）
量
は
、
30
歳
代
か
ら
年
間
1
〜

2
％
ず
つ
減
少
し
、
加
齢
と
と
も
に

そ
の
速
度
は
加
速
化
し
て
い
き
ま

す
。
筋
肉
を
十
分
に
つ
け
て
い
な
い

と
、
40
代
か
ら
身
体
の
衰
え
を
感
じ

や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ふ
ら
つ

き
や
す
く
な
り
、
転
倒
や
骨
折
を
し

た
り
、
関
節
へ
の
負
担
が
増
え
る
こ

と
に
よ
る
関
節
炎
な
ど
が
生
じ
や
す

く
な
り
ま
す
。
そ
れ
ら
が
活
動
量
の

低
下
に
つ
な
が
り
、
虚
弱
体
質
と
な

り
、
い
ず
れ
は
要
介
護
状
態
に
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、早
い
う
ち
か
ら
、

強
い
筋
肉
を
作
っ
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

強
い
筋
肉
を
作
る
た
め
に

　
骨
や
筋
肉
は
適
度
な
運
動
で
刺
激

を
与
え
、
適
切
な
栄
養
を
摂
る
こ
と

で
、
強
く
丈
夫
に
維
持
さ
れ
ま
す
。

特
に
高
齢
者
の
場
合
、
運
動
や
栄
養

の
刺
激
に
対
す
る
感
度
が
低
下
す
る

こ
と
に
加
え
、
食
事
量
（
特
に
タ
ン

パ
ク
質
摂
取
量
）
や
運
動
量
の
減
少

に
よ
り
、筋
肉
の
合
成
量
が
低
下
し
、

筋
肉
が
減
少
し
や
す
く
な
る
た
め
、

食
事
内
容
、
運
動
を
意
識
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

〈
食
事
〉

　
筋
肉
に
重
要
な
栄
養
素
は
、
タ
ン

パ
ク
質
で
す
。
肉
・
魚
・
卵
・
乳
製

品
・
大
豆
製
品
に
多
く
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
高
齢
に
な
る
と
、
肉
や
卵
が

不
足
し
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、
偏

り
な
く
食
べ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

〈
運
動
〉

　
毎
日
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
有

酸
素
運
動
と
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

な
ど
の
筋
力
作
り
運
動
を
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
、
筋
肉
量
の
増
加
が
期

待
で
き
ま
す
。
筋
肉
作
り
は
、
筋
肉

痛
な
ど
に
な
る
た
め
、
慣
れ
る
ま
で

は
週
2
〜
3
回
程
度
か
ら
始
め
ま

し
ょ
う
。

百
歳
ま
で

元
気
に
過
ご
せ
る
身
体
を
作
ろ
う

　
町
で
は
「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」

を
勧
め
て
い
ま
す
。こ
の
体
操
に
は
、

有
酸
素
運
動
、
筋
力
作
り
運
動
、
柔

軟
性
を
高
め
る
運
動
、
バ
ラ
ン
ス
を

つ
け
る
運
動
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
い

ま
す
。
重
り
を
手
首
や
足
首
に
巻
き

つ
け
て
、
椅
子
に
座
っ
た
ま
ま
、
ビ

デ
オ
を
見
な
が
ら
行
い
ま
す
。
重
り

は
、
体
力
に
応
じ
て
調
整
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。所
要
時
間
は
約
35
分
。

週
1
回
、
3
ヶ
月
以
上
継
続
し
て
行

う
こ
と
で
効
果
が
現
れ
ま
す
。
町
内

で
も
現
在
7
グ
ル
ー
プ
が
実
施
し
て

お
り
、
参
加
者
は
、
体
力
測
定
の
結

果
、
開
始
か
ら
半
年
で
、
歩
行
速
度

が
上
が
り
、
下
肢
筋
力
が
つ
い
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
早
い
う

ち
か
ら
始
め
る
こ
と
で
、
元
気
に
過

ご
せ
る
期
間
が
長
く
な
り
ま
す
。
興

味
の
あ
る
方
は
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
22
―
4
6
1
5

［10月分］　

工　事　名　・　件　名 場　　所 落札金額（円）
（消費税抜） 落　札　者

富士川町下水道施設耐震化工事 鰍 沢 16,000,000 井 上 建 設 ㈱
トレーニング室用ランニングマシン 青 柳 町 1,840,000 神 山 ス ポ ー ツ
みさき耕舎駐車場防火水槽設置工事および舗装工事 平 林 10,100,000 ㈱ 三 興 建 設
富士川親水公園芝生目土散布等業務委託 青 柳 町 1,620,000 山 梨 ガ ー デ ン ㈱
本町地区簡易水道大法師浄水場No.1配水ポンプ更新工事 鰍 沢 2,038,000 ㈱ 関 東 日 立
町道泊平矢川 1号線舗装打換工事 小 室 10,180,000 ㈱ 早 野 組
下水道工事に伴う舗装復旧工事 最 勝 寺 7,050,000 ㈱ 中 村 建 設
畔沢農作業道整備工事 鰍 沢 16,000,000 鶴 田 組 建 設 ㈲
町道平林伊奈ヶ湖線道路改良工事 平 林 8,000,000 ㈱ 三 興 建 設
長沢汚水枝線 31−1−28−7 号管布設工事 大 椚 2,300,000 源 工 業 ㈱
町道青柳 10 号線道路改良工事 青 柳 町 1,350,000 源 工 業 ㈱
町道最勝寺青柳 2号線水路改修工事 最 勝 寺 1,120,000 神 田 建 設 ㈱
十谷大堰水路改修工事 十 谷 1,370,000 ㈲ 川 口 工 務 所
天神中條地内水路改修工事 天 神 中 條 630,000 ㈲ ラ イ ズ

入 札 結 果 を 報 告 し ま す

New
健
康
い
き
い
き
情
報

強
い
筋
肉
を
つ
け
て
元
気
に
過
ご
そ
う

今月は福祉保健課
小林保健師が担当です
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【
イ
ベ
ン
ト
情
報
】

岡
本
真
夜
×
池
田
綾
子

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　
今
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
を
彩
る
、
優

し
い
音
楽
の
贈
り
物

◇
日
時　
12
月
18
日
（
日
）
午
後
4

時
30
分
開
演

◇
入
場
料　
自
由
席
3
，0
0
0
円

（
文
化
ホ
ー
ル
友
の
会
員
2
，5
0
0

円
）

参
加
型
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

F
U
J
I
コ
レ
2
0
1
6

◇
日
時　
12
月
4
日
（
日
）
午
後
1

時
30
分
開
演

◇
入
場　
無
料

　
『
私
の
お
気
に
入
り
』を
テ
ー
マ
に

し
た
衣
装
を
身
に
ま
と
い
、
応
募
者

が
ス
テ
ー
ジ
を
歩
き
ま
す
。
声
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
チ
ケ
ッ
ト
情
報
】

野
村
万
作
・
野
村
萬
斎

狂
言
鑑
賞
会

■
12
月
17
日
（
土
）
発
売
！

　
人
間
国
宝
野
村
万
作
と
野
村
萬
斎

に
よ
る
狂
言
鑑
賞
会
で
す
。
こ
れ
ま

で
当
ホ
ー
ル
で
通
算
7
回
の
公
演
を

開
催
し
、
ぜ
ひ
も
う
一
度
の
声
に
お

応
え
し
て
、
待
望
の
第
8
弾
が
実
現

し
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　
平
成
29
年
3
月
20
日
（
月

祝
）
午
後
2
時
開
演

◇
入
場
料　
全
席
指
定
5
，0
0
0

円
（
文
化
ホ
ー
ル
友
の
会
員
4
，

8
0
0
円
）中
学
生
以
下
1
，0
0
0

円
※
未
就
学
児
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

◇
演
目　
『
二
人
大
名
』・『
仁
王
』

親
子
で
楽
し
む

は
ー
と
ふ
る
コ
ン
サ
ー
ト

■
12
月
15
日
（
木
）
入
場
整
理
券
配

布
開
始
！
（
1
枚
で
2
名
ま
で
入
場

可
・
配
布
は
文
化
ホ
ー
ル
窓
口
）

　

赤
ち
ゃ
ん
連
れ
O
K
！　

ク
ラ

シ
ッ
ク
の
名
曲
か
ら
テ
レ
ビ
・
ア
ニ

メ
で
お
な
じ
み
の
曲
ま
で
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
あ
り
の
楽
し
い
ス

テ
ー
ジ
で
す
。育
児
に
忙
し
い
マ
マ・

パ
パ
も
気
分
転
換
に
ど
う
ぞ
。

◇
日
時　
平
成
29
年
1
月
15
日（
日
）

午
後
2
時
開
演

◇
入
場
料　
無
料
で
す
が
整
理
券
が

必
要
で
す
。（
自
由
席
）

【
予
告
】

ま
す
ほ
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ワ
イ
ア

2
0
1
7

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

■
平
成
29
年
1
月
9
日
（
月
祝
）
午

後
2
時
開
演

　
新
年
の
文
化
ホ
ー
ル
に
、
町
の
子

ど
も
た
ち
の
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
が

響
き
渡
り
ま
す
。
お
楽
し
み
に
。

◇
入
場
料　
自
由
席
7
0
0
円　
高

校
生
以
下
無
料

◇
出
演　
ま
す
ほ
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ワ
イ

ア
、
指
揮
：
依
田
浩
、
ピ
ア
ノ
：
雨

宮
由
佳
、
ソ
プ
ラ
ノ
：
水
上
理
江
、

弦
楽
：
弦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル　
ヴ
ィ

ッ
ラ
・
デ
ィ
・
ム
ジ
カ

平
成
28
年
度

優
秀
映
画
鑑
賞
推
進
事
業

日
本
映
画
名
作
選
i
n
富
士
川

　

恒
例
の
甦
る
昭
和
の
名
作
上
映

会
。
今
回
は
名
監
督
シ
リ
ー
ズ
と
し

て
、
黒
澤
明
監
督
作
品
集
で
す
。

①
平
成
29
年
1
月
21
日
（
土
）
午
後

1
時
上
映「
酔
い
ど
れ
天
使
」（
志
村

喬
主
演
）「
用
心
棒
」（
三
船
敏
郎
主

演
）

②
1
月
22
日
（
日
）
午
後
1
時
上
映

「
羅
生
門
」（
芥
川
龍
之
介
原
作
・
三

船
敏
郎
主
演
）「
天
国
と
地
獄
」（
エ

ド
・
マ
ク
ベ
イ
ン
原
作
・
三
船
敏
郎

主
演
）

◇
入
場
料　
当
日
券
の
み
・
自
由
席

5
0
0
円
（
1
回
入
場
）

【
共
催
事
業
】

感
動
、
生
き
が
い
づ
く
り

シ
ニ
ア
劇
団
演
劇
交
流
公
演

　
地
域
に
根
差
し
た
演
劇
活
動
を
し

て
い
る
2
つ
の
ア
マ
チ
ュ
ア
・
シ
ニ

ア
劇
団
が
交
流
し
、
お
互
い
の
日
頃

の
成
果
を
披
露
い
た
し
ま
す
。

◇
日
時　
11
月
27
日
（
日
）

◇
観
覧
料　
無
料
（
入
場
整
理
券
）

◇
開
場
時
間　
午
後
1
時

◇
開
演
時
間　
午
後
1
時
30
分

①
南
ア
ル
プ
ス
桃
源
座

　
「
噂
話
に
花
が
咲
き
」（
作
・
深
澤

好
美
、
演
出
・
清
野
知
之
）

◇
開
演
時
間　
午
後
2
時
50
分

②
富
士
川
町
さ
く
ら
劇
団

　
「
さ
よ
う
な
ら　
ま
ん
ぷ
く
食
堂
」

（
作
、
演
出
・
水
木
亮
）

富士川町ますほ文化ホール
☎ 22−8811　FAX 22−8815
http://www.town.fujikawa.yamanashi.jp/

ますほ文化ホール通信

一
般
社
団
法
人
の
名
称
が

決
定
し
ま
し
た

　
ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル
の
管
理
・

運
営
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
設
立

さ
れ
る
、
一
般
社
団
法
人
の
名
称

を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
35
作
品
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
名
称
は

「
一
般
社
団
法
人
　
ふ
じ
か
わ
」に

決
定
し
ま
し
た
。

酔いどれ天使
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【
短　

歌
】

俎
板
に
光
る
秋
刀
魚
の
銀
色
が
包
丁
よ
り
も
切
れ
そ
う
な
昼

	

斉
藤
さ
よ
子

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
飲
み
こ
み
繁
る
葛
の
葉
の
は
つ
か
揺
る
る
も
秋
ま
だ
遠
し

	

秋
山
久
美
子

来
て
嬉
し
帰
っ
て
う
れ
し
さ
は
さ
あ
れ
夏
休
み
の
友
を
忘
れ
て
ゆ
き
し

	

仙
洞
田
紀
子

【
俳　

句
】

指
先
の
古
き
鎌
傷
今
年
米	

深
沢
ゑ
み
子

母
の
年
越
え
て
卒
寿
と
な
り
し
秋	

遠
藤　

喜
子

真
っ
青
な
空
よ
り
来
た
る
尉

じ
ょ
う

鶲び
た
き	

矢
崎　

節
子

【
川　

柳
】

長
い
坂
登
っ
た
汗
へ
夢
か
な
う	

磯
野　

早
苗

日
記
帳
明
日
の
私
へ
書
く
手
紙	

井
上　

篤
子

ふ
る
里
も
世
代
が
変
わ
り
縁
遠
く	

秋
山　

勝
司

　長年にわたる地域の防犯活動が評価され、「安全安心なまちづくり関
係功労者内閣総理大臣表彰」を県内で初めて受賞した「つき米駐在所
安全パトロール隊」代表の深澤昭三さんにお話を伺いました。

■どのようなメンバーでどんな
活動をしていますか？
　𣇃米駐在所管内の住民18人
で活動しています。
　青色回転灯をつけたパトロール車で子どもたちの下校時や農
作物、農機具などの盗難防止のパトロールをしています。また
電話詐欺防止のカレンダーを作り、各世帯に配布しています。

■今回の表彰を受けた感想は？
　長年、地域の防犯のために続けてきた活動が評価されたこと
はうれしいですが、受賞を知ったときは正直驚きました。

■これからはどのように活動していきたいですか？
　隊員を増やして、これからも長く活動していきたいです。ま
た、このような活動がほかの地域にも波及して、町全体に広がっ
ていってほしいですね。

〜地域を守るパトロール隊〜

深澤　昭三さん（𣇃米）

▲安部首相から表彰状を
受け取る深澤さん
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防犯活動の拠点を開所100歳の誕生日
おめでとうございます

水道料金などの適正化答申キッズフェアまほらの森2016

　鰍沢警察署では、
自主防犯ボランティ
ア団体の活動拠点と
して、天神中條公民
館を「地域安全ス
テーション」に指定
し、10月20日（木）、
同所において開所式
を行いました。自主
防犯ボランティア団
体のパトロール拠点
となるほか、地域の
情報交換や自主防犯
活動を支援し、促進
するための拠点とな
ります。

　10月 17日（月）、
杉田テイさん（青柳
町）が、めでたく100
歳の誕生日を迎えら
れました。

　10 月 27 日（木）、水道事業・簡易水
道事業および下水道事業の料金などの適
正化について、水道料金等審議会の杉田
洋一会長が町長に答申書を提出しました。

　11月 3日（木祝）、ますほ文化
ホール庭園において行われまし
た。当日は、多くの子どもたちが
来場し、大道芸やバルーンアート
のほか、落ち葉のプールや手作り
ジャングルジムなどで楽しみまし
た。

たのしいな♪はじめてのテニス

　11月 9日（水）、第 1保育所の園児を対象に、日本
テニス協会と町体協テニス部によるテニス教室が行わ
れました。短いラケットとスピードの遅いボールを
使って園児たちは、元気いっぱいにボールを打ちかえ
していました。

EM菌でプールを浄化
　10月 27日（木）、
第1保育所プールに
おいて、環境を考え
る会エコ・21と障害
福祉サービス事業所
ゆあーずあんどゆー
ずの利用者が作る、
EM菌発酵液による
プールの浄化作業を
行いました。
　園児たちは、来夏
のプール開きを楽し
みに、藻の繁殖を防
ぐ効果があるEM菌
発酵液を、プールに
流し込んでいました。

平成 28. 12 月号　No.81（20）



　11 月 8 日
（火）、鰍沢小学
校6年生の児童
たちが育てた菊
花が届けられま
した。菊花は、
役場のほか、児
童センターや企
業、事業所など
町内 22 の施設
に届けられまし
た。

第7回芸能フェスティバル� ますほ文化ホール
　10月 23日（日）、「第 7回芸能フェス
ティバル」が開催されました。舞踊、詩
吟、お琴など、30組の出演者がそれぞれ
の演目で、日頃の練習の成果を披露しま
した。

2016街角の音楽会� ますほ文化ホール
　10月 29 日（土）、「2016 街角の音楽
会」が開催されました。町の音楽好きの
仲間たち 25組が出演し、会場は、素敵
な歌声や音色で包まれました。

　10 月 30 日
（日）、太鼓フェス
ティバルが開催さ
れました。県内の
10団体が出場し、
華麗なバチさばき
や力強い音色で観
客を魅了していま
した。

役場に菊花が届けられました太鼓フェスティバル
ますほ文化ホール
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冬
至
か
ら
元
日
に
か
け
て
、
高
下

地
区
は
、
富
士
山
頂
か
ら
の
日
の
出

（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
富
士
）を
望
む
こ
と

が
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、
多
く

の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。こ
の
た
め
、

渋
滞
緩
和
対
策
と
し
て
、
次
の
と
お

り
交
通
規
制（
一
方
通
行
）を
行
い
ま

す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
産
業
振
興
課　
観
光
振
興
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
2

※当日は係員の指示に従ってください。

スキー・スノーボード教室
日　　時� 平成29年1月15日（日）
� 第一乗車場所　旧鰍沢病院跡地　　出発　午前6時30分
� 第二乗車場所　ますほ北児童センター西駐車場
� 　　　　　　　　　　　　　　　　出発　午前6時45分
会　　場� 長野県立科町　「しらかば2 in 1スキー場」
� ☎0267−55−6246
参加資格� 町内に在住および勤務する方
講　　師� 富士川町スキー愛好会・富士川町スポーツ推進委員
参 加 料� 大人　3,000円　　子ども（中学生以下）　1,500円
� （小学生以下は「スキー子どもの日」なのでリフト券無料）
� 貸しスキー代　　（中学生以下1,700円、大人2,800円）
� 貸しスノーボード（中学生以下2,200円、大人2,800円）
申込締切� 12月26日（月）　定員35名
内　　容� スキー・スノーボード教室（初心者対象に基礎から指導します）
そ の 他� （1）一般参加者の傷害保険については、主催者で加入します。
� （2）当日の欠席者の参加料は、お返しできません。
� （3）小学生以下は、保護者同伴とします。
主　　催� 町体育協会
後　　援� 町教育委員会・町スポーツ推進委員協議会

●お申し込み・お問い合わせ
　町教育委員会　☎22−5361　FAX�22−5392
　※参加料を添えて申し込んでください
　※申し込みの際にスキー・スノーボードのどちらの教室に申し込みするか伺います。
　また、用具のレンタルを希望する方は、靴のサイズ・身長が分かるようにしてください。
　※乗車場所を決めておいてください

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
富
士
撮
影
ス
ポ
ッ
ト

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

参加者
募集
参加者
募集

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
富
士
撮
影
ス
ポ
ッ
ト

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

平成28年12月 31日（土）午後11時〜
平成29年1月1日（日）午前9時
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【一般書】
『賢者の石、売ります』朱野帰子著
『いまさら翼と言われても』米澤穂信著
『GOSICK�GREEN』桜葉一樹著
『社長室の冬』堂場瞬一著
『トコとミコ』山口恵以子著
『本バスめぐりん』大崎梢著
『�i（アイ）』西加奈子著

【児童書】
『サンタクロースの

11かげつ』
『ゆき、まだかなぁ』
『わすれんぼうの

サンタクロース』
『チキン！』
『たまたまタスキ』

12月 17日（土）
午前 11時〜 11時 30分
クリスマスの本の
読み聞かせをします！

お詫びと訂正
　広報ふじかわ 11 月号（No.80）14 ページにあ
る鰍沢南支部のリレー競技の得点が 0点は 3点
の誤りで、総得点は 12 点です。また、16 ペー
ジ「庁内人事」の欄で「中島正樹」「古谷翔太」
とあるのは「中嶋正樹」「古屋翔太」の誤りで
す。訂正してお詫び申し上げます。

〜漱石忌（1916.12.9 没）〜
2016 年　没後 100 年　2017 年　生誕 150 年

数々の名作と共に、その関連図書を集めました
『夏目漱石文学全集』『新潮日本文学アルバム』より
『現代日本文学全集』『文豪の素顔』
『現代日本の名作』『夏目漱石の世界』
『漱石はどう読まれてきたか』『漱石の思ひ出』（NHKドラマの原案）

おはなし会

税金は納期限内に納めましょう !!
町税・国民健康保険税の滞納処分の状況をお知らせします
滞納処分等の件数　　　　【期間：H28.4.1 〜 10.31】� （件）

財産差押（計 45）
捜索 公売 タイヤロック

預貯金 保険 その他
36 1 8 3 1 1

新刊案内

戸籍の窓
自 10 月 1日　至 10 月 31 日　届出（敬称略）

おめでた（出生）
	 地　区	 氏　名	 性別	 保護者
�最　勝　寺� 佐野　　光�（あかり）� 女� 和　也
�天 神 中 條� 井上　凛音�（りおん）� 女� 慶　太
�平　　　林� 飯島　　純�（じゅん）� 男� 勇　人

およろこび（結婚）
	 地　区	 氏	 名	 （ 旧 姓 ）
�青　柳　町� 手塚　裕之� 綾� （ 髙 橋 ）

おくやみ（死亡）
	 地　区	 氏　名	 年齢	 届出人
�最　勝　寺� 河澄きみ江� 91� なみひこ
� 〃� 村松　久子� 96� 勉
� 〃� 加賀美みつ子� 91� 登 喜 恵
�天 神 中 條� 長 　賢一� 63� 一　　貴
�𣇃　　　米	 神田ひさゑ� 97� 三　　郎
�長　　　 � 伊藤　　守� 78� あ き 子
� 〃� 内田　和男� 80� 和　　也
�青　柳　町� 深 　富江� 94� 哲
� 〃� 依田　　隆� 68� ま つ 子
� 〃� 中込　　正� 65� 由 喜 子
�鰍　沢　北� 青栁とよゑ� 98� 博　　文
� 〃� 進藤　孝正� 83� 中澤正美
�鰍　沢　中� 樋口　 花� 94� 裕
�中　　　部� 保坂　豊子� 94� 徹　　也
�五　　　開� 川口志げよ� 91� 春　　子

ひとのうごき（11月 1日現在）

人　口	 15,671 人	 （− 17）
　男	 7,631 人	 （− 10）
　女	 8,040 人	 （− 	 7）
世帯数	 6,295 戸	 （＋ 	 4）	 ※ (　) 内は対前月比

おもしろいぞ
、夏目漱石は！

年末年始の休館日

12 月 28 日（水）
　　　～
新年 1月 4日（水）

初開館
1月 5日（木）
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石黒　　樹
いつき

くん　6歳（𣇃米）
　

今津　夏
か
帆
ほ

ちゃん
（平成 27年 6月・小林）
父　祐一さん・母　晴香さん

中込　龍
り
空
く

くん
（平成 24年 8月・大久保）

母　未菜美さん

今津　楓
ふう
夏
か

ちゃん
（平成 28年 6月・小林）

　父　祐一さん・母　晴香さん

詳しくはこちら 富士川町　アイドル

　大きな声で泣いて笑って、
元気な楓夏！　その笑顔を
ずっと忘れないでね！

　少しずつお話も上手になっ
てきたね！　これからも、た
くさん笑って過ごそうね！

　龍空のにこにこ笑顔が大好
き♡これからもたっくさん楽
しいことしていっぱい一緒に
笑おうね♪

み
ど
り
色い
ろ

の
丸ま
る

の
中な
か

の
車く
る
まは
、
大
き
く
な
っ

た
ら
乗の

っ
て
み
た
い
車く
る
まで
す
。

妹い
も
う
との
あ
き
ち
ゃ
ん
を
と
な
り
に
乗の

せ
て
、走は
し

り
た
い
な
ぁ
♪
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